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研究成果の概要（和文）：関節リウマチ患者の身体活動量を3軸加速度計と質問形式を用いて評価した。RAの疾
患活動性を低疾患活動性群（DAS28-ESR　3.2未満）20人、中/高疾患活動性群（DAS28-ESR 　3.2以上）14人に分
類した。身体活動量は、3軸加速度計Active Style Pro HJA-750C（オムロン）と国際標準化身体活動質問票
（iPAQ short version）を使用した。疾患活動性と身体活動労には相関関係は認められなかった。中/高疾患活
動性群では、3軸加速度計と質問形式からえられた身体活動量は異なっていた。

研究成果の概要（英文）：This study evaluated the relationship between rheumatoid arthritis (RA) 
disease activity level and physical activity (PA) by using an accelerometer and self-reported 
questionnaire.
The cross-sectional study was part of a cohort study designed to determine disease activity is 
associated with PA in RA patients. We classifed patients with a DAS28-ESR of less than and higher 
than 3.2 into the low-disease-activity (LDA) group and moderate/high-disease-activity (MHDA) group, 
respectively. We measured PA using a triaxial accelerometer. 34 patients were included in the study.
 
There was no signifcant association between RA disease activity level and accelerometer-measured PA 
with adjustment for age and Functional Assessment of Chronic Illness Therapy-Fatigue score. There 
was no correlation between accelerometer-measured MVPA and self-reported MVPA in the MHDA group, but
 these factors were correlated in the LDA group. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで身体活動量（PA）は、簡便なため質問形式にて評価が行われてきた。しかし、関節リウマチ（RA）患者
では、その疾患活動性のため低PAの患者さんが多く、質問形式による評価の正確性は定かではなかった。
そのため、この研究ではRAの活動性別にPAを質問形式と正確にPAが測定できる加速度計を用いて評価した。
この研究の結果により、関節リウマチの活動性が落ち着いている群では、質問形式は加速度計から得られたPAと
同等であった。しかし、関節リウマチの活動性が高い患者群では、質問形式から得られたPAは過大評価される傾
向にあることが分かった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

関節リウマチ（RA） 患者と健常者を比較すると、RA 患者の身体活動量（PA）が有意に

少ないことが報告されている (1)。以前は、PA は自己申告式アンケートを使用して代謝

当量 (METs) に変換され評価されていた。最近では、加速度計が PA を評価するための有

用なツールとして注目を集めている(2)。RA の疾患活動性と PA レベルの関係を調べたい

くつかの研究では、自己申告アンケートに基づいて疾患活動性の低下と PA の増加との間

に相関関係があることが示された(3)。RA の活動性と PA との量的な関係性は未だ明らかで

はなく、RA の寛解を量的に評価された研究はこれまでになかった。 

 

２．研究の目的 

この研究の目的は、以下を明らかにすることであった。 

 疾患活動性の変化に伴い身体活動量は変化するのか。 

 寛解に至った患者の身体活動量は健常人と同等まで回復しているのか。 

 

３．研究の方法 

 この研究は、2020 年 4月より本試験を開始し 2023 年 3 月の終了を見込んでいた。しか

し、COVID-19 感染症の社会的影響が強く、研究機関内に必要な症例数を満たすことはでき

なかった。そのため、研究対象期間に集められた症例と過去の研究結果を合わせて、RAの

疾患活動性と PA と関係性を評価した。34 人の RA患者が研究に組み込まれた。疾患活動性

は、DAS28-ESR を使用して測定された。DAS28-ESR が 3.2 未満を低疾患活動性 (LDA) 群

と 3.2 を超える患者を高度/中程度疾患活動性（MHDA）群と分類した。34 人の患者のう

ち、20 人が LDA 群に分類され、14 人が MHDA 群に分類された。 

三軸加速度計として、Active Style Pro HJA-750C (Omron Healthcare, Kyoto, Japan)を

使用された。質問申告式アンケートとして short iPAQ form が使用された。 

 

４．研究成果 

この研究では、RA患者の PA が三軸加速度計を用いて正確に測定され疾患活動性と比較さ
れた。そして、同時に自己申告式アンケート（iPAQ）を用いて得られた PAと比較され
た。加速度計により測定された高度・中程度 PA時間（MVPA）は MHDA 群で平均 17.2 
min/day、LDA 群で 10.6 min/day であった。RA の疾患活動性と PAとの関係性は、年齢と
疲労により調節した結果では、2者間に相関関係や優意な差は認められなかった。（図１） 



  
図１、加速度計と自己申告アンケートから得られた身体活動量と関節リウマチ疾患活動

性の相関関係 
 
（１）全 RA 患者および MHDA 群において、加速度計で測定した PA と自己申告式アンケー

トから得られた PAの間には、相関関係は認められなかった。しかし、LDA 群ではこれら 2
つの因子に相関があった（rs = 0.5）。（図２） 
 

 
図２．疾患活動性群別の加速度計で測定された PAと自己申告式アンケートから得られた

PA の相関関係 
 
過去の報告では、自己申告アンケートを使用して評価された PAと疾患活動性が相関して
いることが報告されている (4)。これは今回の研究の結果と異なった。原因は、PAが 3 
軸加速度計を使用してより正確に測定されたため、PAの疾患活動性と PAが関係しないこ
とが明らかになった可能性がある。それとは別に、今回の研究では DAS-28ESR を使用した
ことが、研究結果に影響を与えた可能性がある。DAS 28-ESR を使用して評価される関節
のほとんどは上肢関節である。PA に影響を与える関節リウマチの疾患活動性を評価する
評価方法として DAS28 は適切ではなかった可能性があった。今後の RA 患者の疾患活動性
と PA の関係を調べる研究では、下肢関節と上肢関節の両方の関節破壊を評価する必要が
あることが分かった。また、この研究では疲労を調整して、疾患活動性と PA の関係を評
価した。 疲労は RA 患者の共通の症状であるため、RA 患者の疾患活動性と関連してお
り、その影響が今回の結果に関係した可能性があると考えられた。 



（２）RA患者では自己申告アンケートによるPA評価は適当でない可能性がある。今回の研
究では、とくに中等度/高疾患活動性 RA 患者において、自己申告式アンケートから得ら
れたPAと加速度計で測定されたPAは相関していなかった。これらの結果は、健康な被験者
の自己申告アンケートから得られた PA が加速度計で測定された PA と一致していたとい
うこれまでの報告とは異なっていた(5)。 
 この原因としてはいくつかの理由が考えられる。 まず、iPAQ は 10 分以上持続した 
MVPA のみを測定することができた。しかし、3 軸加速度計は 10 分未満の短期間の MVPA 
を測定することができることができた。したがって、評価時間軸がことなるため2つの方
法から得られたPA 結果は異なったと考えられた(6)。 第 2 に、自己申告式アンケートで
は MVPA が過大に自己申告されている可能性があるためである(7)。  

 

今回の研究により、年齢と疲労を調整した後 RA 疾患の上肢を中心として評価された疾患

活動性レベルと加速度計で測定された PA の間に有意な関連性は認められないことが分か

った。  

このデータは、疫学研究や関節リウマチ患者の自己健康管理に役立つと考えられる。 
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